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最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
想
う

令
和
5
年
度
事
業
報
告
と
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
の
要
点

　
先
日
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
、謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
旧
と
皆
様
の
安
全

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
小
委
員
会
は
7

月
24
日
に
全
国
平
均
で
時
給
1
、0
5
4

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。こ
れ
は
現
在
の
1
、0
0
4
円
か
ら

50
円
の
増
加
と
な
り
、22
年
連
続
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。こ
の
決
定
は
、生
活
保
護

受
給
額
と
の
逆
転
現
象
を
解
消
し
、労
働

者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で

あ
り
、憲
法
第
25
条
に
定
め
ら
れ
た「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」を
保
障

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、最
低
賃
金
法
が
労
働

者
を
対
象
と
し
て
い
る
一
方
で
、障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
就
労
継
続
支
援
B

型
事
業
の
利
用
者
に
は
適
用
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。彼
ら
は
月
額
約
1
4
、0
0
0
円

の
工
賃
と
障
害
基
礎
年
金
2
級
月
額
約

6
8
、0
0
0
円
の
合
計
約
9
2
、0
0
0

円
で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
金
額
で
は
、到
底「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
」を
維
持
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

障
害
者
は
生
活
保
護
を
受
け
れ
ば
い
い
と

い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
乱
暴
で
す
。働
き
な

が
ら
未
来
に
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
社

会
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。I
L
O

基
準
で
は
職
業
訓
練
中
の
最
低
限
の
生
活

保
障
は
国
が
行
う
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、日
本
で
は
障
害
者
権
利
条
約
を
批

准
し
た
現
在
で
も
生
活
保
障
が
不
十
分
な

状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
は
一
歩
前
進
で
は

あ
り
ま
す
が
、障
害
者
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。私
た
ち
の
責
務
と
し
て
、引
き
続

き
こ
の
問
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、新
型
コ

ロ
ナ
禍
が
第
5
類
と
な
り
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。私
た

ち
コ
ロ
ニ
ー
は
、福
祉
の
中
で
も
高
い
収
益

を
目
指
し
た
就
労
支
援
事
業
を
行
い
、

障
害
者
の
雇
用
等
を
支
援
し
て
い
ま
す

の
で
、社
会
活
動
や
事
業
活
動
の
再
開
に

は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。一
方
、

コ
ロ
ニ
ー
に
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や

衛
生
管
理
等
に
も
支
援
を
要
す
る
方
も

多
く
働
い
て
お
り
、手
放
し
で
の
開
放
は

仲
間
の
命
に
繋
が
る
リ
ス
ク
に
も
な
り
ま

す
。疑
わ
し
き
も
含
め
受
入
れ
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
新
時
代
の
体
制
づ
く
り

に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
支
援

や
対
策
を
コ
ロ
ニ
ー
全
員
で
協
力
し
て
実

践
し
て
き
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、物
価

高
騰
等
の
影
響
や
想
定
を
上
ま
わ
る
欠

勤
等
が
あ
り
、令
和
5
年
度
は
就
労
支

援
も
福
祉
事
業
も
厳
し
い
事
業
結
果
と

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、長
い
我
慢
の
時

代
を
共
に
耐
え
、共
に
乗
り
越
え
た
私

た
ち
は
、計
算
書
か
ら
は
見
え
な
い
財
産

を
多
く
得
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、職
場
や
社
会
の
安
全
は
保
障

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、皆
が
協
力
し
、

維
持
す
る
努
力
の
上
に
の
み
叶
う
環
境

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。も
う
一

つ
は
、目
的
達
成
や
自
己
実
現
を
果
た
す

上
で
、「
他
者
の
安
全
を
考
え
、己
の
行
動

を
管
理
す
る
」力
を
磨
き
、仲
間
や
家
族

等
の
活
動
や
生
活
を
共
に
す
る
方
へ
の
配

慮
を
学
び
ま
し
た
。最
後
は
、立
ち
上
が

る
力
で
す
。決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、仲
間

同
士
で
支
え
合
い
、目
標
へ
向
け
て
共
に

力
を
合
わ
せ
て
歩
も
う
と
努
力
で
き
る

集
団
に
磨
き
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
事
業
計
画
は
、全
員
で

進
め
て
い
こ
う
と
す
る
意
志
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。私
た
ち
は
、仲
間
と
自
分
の
た
め

の
計
画
達
成
に
向
け
、今
日
も
努
力
し
て

い
ま
す
。

理
事
長

須

貝

壽
一

常
務
理
事

鈴

木

　
　
　宏
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
第
5
類
に
分
類
さ
れ
た

が
、感
染
を
理
由
に
欠
勤
や
利
用
休
止
す
る
ケ
ー

ス
も
各
所
で
あ
り
、給
付
収
入
面
に
も
影
響
が
生

じ
、事
業
開
設
と
安
全
な
環
境
の
保
持
に
と
っ
て

は
難
し
い
か
じ
取
り
と
な
っ
た
。一
方
、4
年
ぶ
り

に
規
模
を
縮
小
の
う
え
コ
ロ
ニ
ー
祭
り
を
開
催
し

地
域
等
と
の
交
流
を
再
開
し
た
。ま
た
、全
職
員

参
集
の
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、相
互
に

研
鑽
や
交
流
す
る
機
会
が
持
て
た
。

　
印
刷
事
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
の
比
較
で
は

落
ち
込
み
は
回
復
し
て
い
な
い
。2
年
目
と
な
っ
た

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
は
、

当
初
計
画
の
半
数
し
か
受
注
で
き
な
か
っ
た
た

め
、売
り
上
げ
も
半
減
す
る
結
果
と
な
っ
た
。コ
ロ

ニ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、山
形
県
の
工
賃
向
上
事
業
に
も

参
加
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
作
業
の
受
託
で
工
賃
向
上

を
目
指
し
た
が
、目
標
と
し
た
平
均
工
賃
の
更
新

は
か
な
わ
な
か
っ
た
。就
労
移
行
支
援
は
、利
用

者
の
増
加
を
目
指
し
、積
極
的
な
対
外
的
情
報

発
信
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。相
談
支
援
事
業
は
、支
援
ニ
ー
ズ
に
対
し

支
援
体
制
の
不
足
が
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

村
山
障
害
者
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、事
業

規
模
等
に
応
じ
た
適
切
な
事
業
委
託
の
実
現
に

向
け
て
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、生
活
支
援
力
の
強

化
に
努
め
た
。児
童
発
達
支
援
と
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、児
童
指
導
員
や
保
育
士
の

確
保
に
苦
慮
し
た
。

　
最
後
に
、福
祉
拠
点
と
し
て
の
事
業
継
続
の
た

め
の
管
理
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

中
、各
事
業
所
で
も
感
染
症
や
衛
生
管
理
の
み
な

ら
ず
、緊
急
時
や
災
害
時
の
対
応
等
も
含
め
た
計

画
や
規
程
を
策
定
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
山
形
県
コ
ロ
ニ
ー
協
会

令
和
５
年
度

事
業
報
告

法人単位資金収支計算書
(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日 (単位:円)

4,082,151
7,846,403

0
△1,360

△1,461,611
10,465,583
3,581,716
2,159,738
4,129,258
8,713,546

845
100,489

18,685,592
△8,220,009

600
0
0

600
0

58,657
58,657

△58,057
△978,060
△978,060

969
2,450
3,419

△981,479

△9,259,545

0
△9,259,545

192,097,849
375,971,597

123,000
3,360

18,430,611
586,626,417
301,988,284
21,174,262
64,335,742
185,286,454

794,155
434,511

574,013,408
12,613,009
1,049,400
218,000
110,000
1,377,400
5,004,000
12,505,343
17,509,343

△16,131,943
978,060
978,060

31
26,550
26,581
951,479
―　　

△2,567,455

276,326,437
273,758,982

196,180,000
383,818,000

123,000
2,000

16,969,000
597,092,000
305,570,000
23,334,000
68,465,000
194,000,000

795,000
535,000

592,699,000
4,393,000
1,050,000
218,000
110,000
1,378,000
5,004,000
12,564,000
17,568,000

△16,190,000

0
1,000
29,000
30,000

△30,000

△11,827,000

276,326,437
264,499,437

就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

人件費支出
事業費支出
事務費支出
就労支援事業支出
支払利息支出
その他の支出

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
固定資産売却収入

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出

その他の活動による収入

積立資産支出
その他の活動による支出

予備費支出（10）

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）+（12）

勘定科目 予算（A） 決算（B） 差異（A）-（B）

事業活動収入計（1）

事業活動支出計（2）
事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

施設整備等収入計（4）

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

その他の活動収入計（7）

その他の活動支出計（8）
その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）

当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

収
入

支
出

収
入

支
出

収
入

支
出

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
入

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

法人単位事業活動計算書
(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日 (単位:円)

1,203,070
△22,790,124
17,736,402

73,000
△3,777,652
18,516,238
△2,226,466
△3,412,685
△24,442,601
△858,056
△108,376
△91,260

△12,623,206
8,845,554

△49
△3,647,946
△4,084,414
△3,647,995
△28,711
161,767
133,056

△3,781,051
5,064,503

△36,747,533
218,000
79,999
165,860

△36,283,674
△1

△33,062,466
△33,062,467
△3,221,207
1,843,296

△24,087,238
△22,243,942

△799,969
△21,443,973

214,887,973
357,032,125

50,000
571,970,098
282,014,046
23,400,728
67,748,427
224,154,649
27,289,862
△4,814,815
282,660

620,075,557
△48,105,459

3,409
22,078,557
20,563,324
22,081,966
822,866
272,744
1,095,610
20,986,356

△27,119,103
37,796,933

30,000
116,800

37,943,733
2

34,111,866
34,111,868
3,831,865

△23,287,238
381,157,761
357,870,523

800,000
357,070,523

1,203,070
192,097,849
374,768,527

123,000
568,192,446
300,530,284
21,174,262
64,335,742
199,712,048
26,431,806
△4,923,191
191,400

607,452,351
△39,259,905

3,360
18,430,611
16,478,910
18,433,971
794,155
434,511
1,228,666
17,205,305

△22,054,600
1,049,400
218,000
109,999
282,660
1,660,059

1
1,049,400
1,049,401
610,658

△21,443,942
357,070,523
335,626,581

31
335,626,550

児童福祉事業収益
就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
経常経費寄附金収益

人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
徴収不能引当金繰入

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
経常経費補助金等収益

支払利息
その他のサービス活動外費用

施設整備等補助金収益
施設整備等寄附金収益
固定資産売却益
その他の特別収益

固定資産売却損･処分損
国庫補助金等特別積立金積立額

勘定科目 予算（A） 決算（B） 差異（A）-（B）

サービス活動収益計（1）

サービス活動費用計（2）
サービス活動増減差額（3）=（1）-（2）

サービス活動外収益計（4）

サービス活動外費用計（5）
サービス活動外増減差額（6）=（4）-（5）

経常増減差額（7）=（3）+（6）

特別収益計（8）

特別費用計(9）
特別増減差額（10）=（8）-（9）

収
益

費
用

収
益

収
益

費
用

費
用

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

特
別
増
減
の
部

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12）
当期末繰越活動増減差額（13）=（11）+（12）
基本金取崩額（14）
その他の積立金取崩額（15）
その他の積立金積立額（16）
次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）-（16）

当期活動増減差額（11）=（7）+（10）

法人単位貸借対照表
(単位:円)

300,826,165
187,700,614
31,132,729
671,529

72,178,676
1,609,600
1,995,553
3,959,088
27,000

1,742,776
△191,400

517,281,249
248,826,762
76,997,713
171,829,049
268,454,487
9,356,400
49,082,829
10,807,760
21,539,209
4,291,121
53,311,187
1,430,872
25,000

36,898,010
4,576,153
36,302,836
36,256,000
2,548,000
819,500
1,000,000
209,610

818,107,414

流動資産

固定資産 
基本財産

その他の固定資産

現金預金
事業未収金
未収金
未収収益
仕掛品
原材料
立替金
前払金
前払費用
徴収不能引当金

土地
建物

土地
建物
構築物
機械及び装置
車輌運搬具
器具及び備品
ソフトウェア
投資有価証券
退職給付引当資産
修繕積立資産
備品等購入積立資産
工賃変動積立資産
差入保証金
長期前払費用
定期預金
預託金

38,846,430
13,069,682
4,842,998
5,004,000
1,112,375
271,023
4,357,352

0
10,189,000

106,874,010
69,976,000
36,898,010
145,720,440

164,628,946
164,628,946
94,996,489
77,134,989
4,576,153
36,302,836
36,256,000
335,626,550
△21,443,942

672,386,974
818,107,414

事業未払金
その他の未払金
１年以内返済予定設備資金借入金
未払費用
預り金
職員預り金
前受金
賞与引当金

設備資金借入金
退職給付引当金

第１号基本金

修繕積立金
備品等購入積立金
工賃変動積立金

令和 6年 3月31日現在
資産の部 負債の部

純資産の部

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計 
負債及び純資産の部合計

流動負債

固定負債

基本金

国庫補助金等特別積立金
その他の積立金

次期繰越活動増減差額 
（うち当期活動増減差額）
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①
就
労
継
続
支
援
事
業
A
型
の
売
上
向
上
と
収

支
改
善（
印
刷
事
業
、デ
ジ
タ
ル
化
事
業
）

②
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
内
部
稼
働
体
制
の
強
化

と
当
事
者
の
活
躍
支
援
、自
主
営
業
展
開
の

強
化

③
経
営
状
況
の
月
次
報
告
体
制
の
改
善（
事
務

局
）と
、経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化（
管
理
職
）

④
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
前
提
と
し
た
、制
限

か
ら
の
目
的
重
視
の
事
業
へ
の
シ
フ
ト

⑤
感
染
症
対
策
と
事
業
継
続
計
画
等
に
よ
る
各

種
災
害
等
リ
ス
ク
対
策
の
管
理
機
能
の
強
化

⑥
地
域
か
ら
選
択
さ
れ
る
福
祉
や
支
援
の
提
供

と
、利
用
者・利
用
率
の
確
保

⑦
職
員
の
人
材
確
保
と
育
成
、資
質
向
上

⑧
コ
ロ
ニ
ー
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
、気
持
ち
よ
く
共

に
働
け
る
職
場
づ
く
り

⑨
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
適
切
な
運
用
管
理
と

教
育
の
継
続
、更
新

⑩
地
域
貢
献・交
流・連
携
活
動
の
強
化

社
会
福
祉
法
人
山
形
県
コ
ロ
ニ
ー
協
会

令
和
6
年
度

事
業
計
画

令和6年度　当初予算
(自)令和 6年 4月 1日(至)令和 7年 3月31日 (単位:円)

15,045,000
△473,000
△123,000
△2,000

△3,639,000
10,808,000

△21,750,000
3,443,000
3,057,000
8,040,000
155,000
95,000

△6,960,000
17,768,000
750,000

△218,000
△110,000
422,000

0
17,326,000
17,326,000

△16,904,000
24,890,000
24,890,000
△1,000
△29,000
△30,000

24,920,000

25,784,000

△15,939,000
9,845,000

196,180,000
383,818,000

123,000
2,000

16,969,000
597,092,000
305,570,000
23,334,000
68,465,000
194,000,000

795,000
535,000

592,699,000
4,393,000
1,050,000
218,000
110,000
1,378,000
5,004,000
12,564,000
17,568,000

△16,190,000

0
1,000
29,000
30,000

△30,000

△11,827,000

276,326,437
264,499,437

211,225,000
383,345,000

13,330,000
607,900,000
283,820,000
26,777,000
71,522,000
202,040,000

950,000
630,000

585,739,000
22,161,000
1,800,000

1,800,000
5,004,000
29,890,000
34,894,000

△33,094,000
24,890,000
24,890,000

0
24,890,000

13,957,000

260,387,437
274,344,437

就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

人件費支出
事業費支出
事務費支出
就労支援事業支出
支払利息支出
その他の支出

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
固定資産売却収入

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出

積立資産取崩収入

積立資産支出
その他の活動による支出

予備費支出（10）

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）+（12）

勘定科目 予算額（A） 前年度予算額(B) 差異（A）-（B）

事業活動収入計（1）

事業活動支出計（2）
事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

施設整備等収入計（4）

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

その他の活動収入計（7）

その他の活動支出計（8）
その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）

当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

収
入

支
出

収
入

支
出

収
入

支
出

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

【
重
点
計
画
】

4月

5月

6月

8月

9月

新年度辞令交付式
永年勤続表彰
苦情直接受付（桜田南拠点）
苦情解決合同会議
職員研修
総合防災訓練（桜田南拠点）
総合防災訓練（天童拠点）
監事監査
第268回理事・監事会
検診車による健康診断
第66回定時評議員会
苦情直接受付（天童拠点）
職員研修
苦情解決合同委員会
第269回理事・監事会

1日

25日

11日
23日
24日
30日
6日
21日
25日
27日
17日
29日
19日

令和6年 10月

11月

12月

1月

2月

3月

地域交流会（桜田南拠点・天童拠点）
総合防災訓練（桜田南拠点）
総合防災訓練（天童拠点）
苦情直接受付（桜田南拠点）
苦情解決合同会議
職員研修日
第270回理事・監事会

年頭挨拶
苦情直接受付（天童拠点）
職員研修日
苦情直接受付（桜田南拠点）
苦情解決合同会議
第271回理事・監事会

19日
24日
30日
7日

9日
19日

6日
17日
15日
20日

15日

令和7年

令和6年度　年間予定
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地
域

活
動

交
流

坂
巻
川
草
刈
り

令
和
6
年
度
よ
り
地
域
貢
献
委
員
長

に
な
り
ま
し
た
、
営
業
課
の
東
海
林
と

申
し
ま
す
。

　
実
際
に
地
域
貢
献
委
員
会
で
何
を
し

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
方
も
い
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
具
体
的
な

活
動
内
容
を
改
め
て
お
伝
え
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
主
な
作
業
と
し
て
は
、
坂

巻
川
の
草
刈
清
掃
活
動
に
な
り
ま
す
。

や
っ
て
い
る
場
所
と
し
て
は
、
会
社
に

面
し
て
い
る
坂
巻
川
全
長
約
３
０
０
ｍ

に
な
り
ま
す
。
初
め
に
草
刈
機
の
講
習

を
受
講
し
ま
す
。
内
容
は
草
刈
り
機
の

使
い
方
や
安
全
に
作
業
を
す
る
上
で
の

注
意
事
項
を
確
認
等
で
す
。
そ
れ
を
踏

ま
え
年
3
回
（
6
月
上
旬
、
7
月
下

旬
、
10
月
上
旬
）
そ
れ
ぞ
れ
2
週
間
程

度
で
1
回
1
時
間
程
度
の
作
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
草
刈
作
業
が
終
わ
っ

た
ら
法
面
の
雑
草
抜
き
を
し
、
ゴ
ミ
拾

い
等
の
清
掃
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
が
発
足
し
た
頃
よ
り
も
人
は

増
え
、
今
で
は
福
祉
工
場
の
方
以
外
の

様
々
な
部
署
の
方
に
も
協
力
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
梅
雨
も
明
け
暑
い
日
々

が
続
き
ま
す
が
、
今
後
も
全
職
員
協
力

の
も
と
坂
巻
川
の
美
化
・
保
安
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

桜
田
南
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
い
つ
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
桜
田
南
い
き
い

き
サ
ロ
ン
と
申
し
ま
す
。

　
概
ね
七
十
代
以
上
の
高
齢
者
の
集
ま

り
で
す
。

　
お
陰
様
で
、
コ
ロ
ニ
ー
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
二
階
で
、
月
二
回
集
ま

り
を
も
っ
て
か
ら
、
早
や
十

四
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
月
の
う
ち
一
回
は
、
様
々

な
分
野
の
方
に
依
頼
し
て
、

年
齢
に
応
じ
た
運
動
や
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
留
意

し
た
い
こ
と
（
運
動
と
呼
吸

法
・
栄
養
の
摂
り
方
・
音
楽

と
口
腔
の
健
康
・
睡
眠
・
薬

の
飲
み
方
・
熱
中
症
と
予
防

法
・
日
光
に
当
た
る
事
が
身

体
を
作
る
事
・
社
会
と
つ
な

が
る
こ
と
の
大
切
さ
等
々
）

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
回
は
、
山
形
市
健
康

づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議
会
へ
、
講

師
（
運
動
普
及
推
進
員
）
を
お
願
い

し
、
リ
ズ
ム
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
健
康
で
、
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
サ
ロ
ン
の
活

動
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表

吉
野

伸
子

　
桜
田
南
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表

の
吉
野
様
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
。当
法
人
は
地
域
の
方
々

の
活
動
に
施
設
を
開
放
し
た
り
、

共
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
後

と
も
地
域
と
の
連
携
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。吉
野
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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最
近
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
発
展
に
伴
い
、デ
ザ
イ
ン
の
世
界
も
ず
い
ぶ

ん
と
変
わ
り
、以
前
よ
り
も
斬
新
な
も
の
や

洗
礼
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
至
る
と
こ
ろ
で
目

に
し
ま
す
。専
門
職
で
な
く
と
も
簡
単
に
作

成
で
き
て
し
ま
う
状
況
に
な
り
、こ
れ
ま
で

『
印
刷
の
ル
ー
ル
』と
さ
れ
て
き
た
決
ま
り
事

が
歪
め
ら
れ
た
媒
体
も
多
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。新
し
い
取
り
組
み
は
必

要
で
す
が
、昔
な
が
ら
の
価
値
観
や
技
術
を

大
切
に
す
る
姿
勢
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

も
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
流
れ
に
だ
け
乗
る
の
で
は
な

く
、伝
統
や
決
ま
り
事
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
け
る
よ
う
、良
き
仲
間
・同
僚
と
と
も

に
、よ
り
多
く

の
人
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
も

の
を
作
っ
て
行

き
た
い
で
す
。

（
青
山
）

就
労
継
続
支
援
A
型

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
山
形
）

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
天
童
）

児
童
発
達
支
援

活
動
紹
介「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

バ
ス
の
乗
車
訓
練

卒
業
生・事
業
所
の
方
の

　
　
　
　
　
　
　
お
話
を
聞
く
会

（
塚
野
）

　
令
和
6
年
6
月
22
日（
土
）就
労
支
援

講
座「
卒
業
生・事
業
所
の
方
の
お
話
を
聞

く
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。講
師
と
し
て

シ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、卒
業
後
一
般

就
労
さ
れ
た
先
輩
と
お
母
様
、B
型
事
業

所
・
生
活
介
護
事
業
所
　『
わ
た
し
の
会

社
』の
各
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。将
来
の

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、今
か
ら
取
り
組

め
そ
う
な
ヒ
ン
ト
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し

た
。お
話
を
聞
く
会
の
後
に
、小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
進
学
先
や
進
路
を
ど
の
よ
う

に
決
め
て
行
っ
た
ら
良
い
か
、見
学
や
実
習

に
つ
い
て
な
ど
の
話
題
で
話
し
合
い
ま
し

た
。講
師
の
皆
様
、ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
山
交
バス
さ
ん
を
お
よ
び
し
て
バス
の
乗
車
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
は
親
子
で
バス
を
探
検
し
ま

し
た
。整
理
券
を
取
って
乗
車
し
、椅
子
に
座
っ

て
見
た
り
、止
ま
れ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
た

り
、帽
子
を
被
っ
て
運
転
席
に
座
ら
せ
て
も
ら

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
は
、よ
り
バ
ス

に
乗
る
機
会
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、自
宅

近
く
の
バ
ス
停
や
時
刻
表
を
調
べ
る
事
前
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、バ
ス
停
の
時
刻
表
や
料
金
表
の
見

方
の
確
認
を
し
ま
し
た
。ま
た
、整
理
券
を
取
っ

て
乗
車
し
、停
車
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、お
金
を
両

替
し
て
か
ら
料
金
を
支
払
い
下
車
す
る一
連
の

流
れ
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
の
後
に
は「
一人
だ
と
緊
張
す
る
け
ど
、

お
母
さ
ん
と一緒
だ
っ
た
ら
乗
れ
そ
う
！
」「
バス

も
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
支
払
い
が
で
き
る
と
初
め
て

知
った
。」と
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
実
際
に
バ
ス
に
乗
る
体
験
を
し
て
も
ら

え
れ
ば
いい
な
と
思
い
ま
す
。

（
相
馬
）

◀◀◀

各
事
業
所
の
活
動
紹
介

　
う
ぃ
る
天
童
で
は
リ
ズ
ム
や
歌
に
合
わ
せ

て
一
緒
に
身
体
を
動
か
す
ふ
れ
あ
い
遊
び

を
し
て
い
ま
す
。目
と
目
を
合
わ
せ
て
ニ

コ
ッ
と
笑
っ
た
り
、く
す
ぐ
ら
れ
る
の
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
身
体
に
触
れ
て
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、安
心
感
や
親

し
み
を
持
ち
、心
の
安
定
や
社
会
性
を
育

む
こ
と
に
繋
げ
て
い
ま
す
。「
楽
し
い
」「
安

心
す
る
」「
温
か
い
」な
ど
の
様
々
な
経
験

を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
愛
着
形
成
に
も
繋

が
り
ま
す
。

お
家
で
も
遊
び
や
す
い
た
め
、覚
え
た

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
一
緒
に
し
て
い
る
ご
家

庭
の
話
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら

も〝
ま
た
遊
び
た
い
！
〞と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
楽
し
い
こ
と
を
考
え
て
実
践
し
て

い
き
ま
す
！

（
増
子
）

06

COLONY　YAMAGATA



デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
　
〜
新
た
な
仕
事
への
挑
戦
〜

日
々
、仕
事
を
し
て
い
る
入
居
者
さ
ん
に

　
　
余
暇
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
！

職
場
見
学
で
ス
ー
パ
ー
お
ー
ば
ん
へ
！！

職
業
生
活
に
役
立
つ

　
　
　
　
リ
フ
レッ
シ
ュや
学
び

　
書
籍
デ
ジ
タ
ル
化
の
他
に
今
年
６
月
か

ら
新
た
に
ド
キ
ュメ
ン
ト
ス
キ
ャ
ナ
等
を
使
っ

た
事
務
文
書
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。福
祉
工
場
と
連
携
し
な
が

ら
、コ
ロ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
で
中
心
的
に
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。書
籍
だ
け
で
な
く
事
務
文

書
等
の
受
注
に
も
力
を
入
れ
、大
事
な
資

料
を
残
す
と
い
う
仕
事
に
責
任
と
や
り
が

い
を
も
ち
、共
に
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か
ら

も
質
の
高
い
作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
金
澤
）

（
井
上
）

７
月
６
日（
土
）入
居
者
さ
ん
６
名
と
外

出
し
て
き
ま
し
た
。作
谷
沢
の「
そ
ば
処
弁

天
」に
て
お
店
近
く
の
泉
の
水
で
作
っ
た
そ

ば
に
本
わ
さ
び
と
野
菜
の
天
ぷ
ら
を
食
べ
ま

し
た
。女
性
で
も
大
盛
を
頼
む
方
も
い
て
、

「
そ
ば
の
香
り
す
る
！
美
味
し
い
ね
！
」と

そ
ば
を
堪
能
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。食

後
は
玉
虫
沼
農
村
公
園
に
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を

鑑
賞
し
、花
々
の
写
真
を
熱
心
に
撮
影
し
て

い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は

出
塩
文
殊
堂
に
て
ア
ジ
サ
イ
を
鑑
賞
し
な

が
ら
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。参
道
の
上
り
坂

に「
は
ー
は―

」と
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も

ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。「
楽
し

か
っ
た
！
ま
た
行
こ
う
ね
」と
皆
さ
ん
喜
ん

で
下
さ
り
、い
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

就
労
継
続
支
援
B
型

共
同
生
活
援
助

（
伊
渕
）

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ふ
う
れ
で
は
、就

業
等
に
つ
い
て
の
相
談
支
援
の
ほ
か
に
余
暇

活
動
支
援
と
い
う
こ
と
で
、在
職
者
の
方
を

対
象
に
し
た
外
出
の
企
画
や
ふ
う
れ
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
全
員
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
5

月
に
ふ
う
れ
初
県
外
へ
！
八
木
山
動
物
園
へ

J
R
と
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
て
行
って
来
ま

し
た
。ま
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
食
中
毒
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
や
動
画
で
予
防
法
を
学
び
、学
ん
だ

知
識
を
生
か
し
て
参
加
者
全
員
で
カ
レ
ー

作
り
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
職
業
生

活
に
役
立
つ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュや
学
び
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
山
障
害
者
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
移
行
支
援
・
定
着
支
援

　
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
一
般
企
業
で
の

就
労
を
目
指
す
方
々
が

訓
練
し
て
い
ま
す
。中
で

も『
実
際
の
現
場
を
見

て
、リ
ア
ル
な
お
話
を
聞

く
』を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。今
回
は
事
業
所
の
お

隣
の
ス
ー
パ
ー〝
お
ー
ば
ん
桜
田
店
〞さ
ん
で

店
内
を
は
じ
め
、青
果
、生
鮮
食
品
な
ど
の

バッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
明
る
い
挨
拶
が
で
き
る
」「
が
ん
ば
っ
て

仕
事
が
で
き
る
」な
ど
働
く
上
で
大
切
な
こ

と
を
店
長
さ
ん
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。（

神
保
）
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ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
形
県
大
会
に
出
場
し
て

7
月
4
日（
木
）ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
ま
が
た
２
０
２
４
が
山
形
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
形
福
祉
工
場
か
ら
は
D
T
P

部
門
に
後
藤
亮
介
さ
ん
、オ
フ
ィ
ス

ア
シ
ス
タ
ン
ト
部
門
に
鈴
木
博
一
さ

ん
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
高
い
集
中
力
を
も
っ

て
作
業
を
正
確
に
行
い
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、念

願
の
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、後
藤
さ
ん
は
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
知
識・技
能・感
性
を
駆
使

し
て
効
果
的
な
作
品
作
り
に
挑
み
、

昨
年
に
引
き
続
き
技
能
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
周
り
の
選
手
か
ら
大
き
な
刺
激
を

も
ら
い
、今
後
に
向
け
て
良
い
経
験

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

11
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
予
定
の
鈴
木
さ
ん
と

後
藤
さ
ん
に
は
、さ
ら
に
練
習
を
重

ね
、技
術
を
向
上
さ
せ
て
、上
位
入

賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
田
）

　
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
は

〝
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
〞に
１
名
が
参
加

し
ま
し
た
。他
の
競
技
と
は
違
い
、

立
ち
居
振
る
舞
い
や
臨
機
応
変
さ

が
求
め
ら
れ
る
難
し
い
競
技
。日
頃

の
訓
練
の
傍
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
自
主
練

や
職
員
を
お
客
さ
ん
役
に
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。最
初
は
立
つ
姿
勢
と

言
葉
、本
番
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
細

か
い
所
を
根
気
強
く
が
ん
ば
り
ま

し
た
。本
番
中
は
緊
張
も
無
く
他
の

方
を
研
究
す
る
余
裕
も
あ
り
、競
技

終
了
後
は「
楽
し
か
っ
た
〜
」「
ま
た

機
会
が
あ
っ
た
ら
出
た
い
で
す
」と

い
つ
も
通
り
の
T
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
神
保
）

　
去
年
は
、う
ま
く
で
き
ず
悔
し
か
っ
た
の

で
、こ
の
1
年
間
は
毎
日
練
習
し
て
き
ま

し
た
。目
標
は
、優
勝
す
る
事
で
し
た
。本

番
は
緊
張
し
て
ミ
ス
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
時
間
ギ
リ
ギ
リ
出
来
ま
し
た
。ま
さ
か

優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。職
場
の
人
も
僕
の
と

こ
ろ
に
か
け
つ
け
て
く
れ
て
、み
ん
な
も
喜

ん
で
く
れ
て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

全
国
の
目
標
は
、仕
分
け
を
い
っ
ぱ
い
出
来

る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
、日
々
の
練
習
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
4
や
ま
が
た
に
出
場
し
て

福
祉
工
場
鈴
木
　
博
一

　
今
回
の
大
会
は
緊
張
の
あ
ま
り
、使
う

画
像
の
選
択
や
配
置
で
迷
っ
て
し
ま
い
、

思
っ
た
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
も
職
場
の
上
司
や
先
輩
方
の
指

導
や
ア
ド
バ
イ
ス
、前
回
の
反
省
点
を
踏

ま
え
て
時
間
内
に
作
品
を
制
作
し
、結
果
、

技
術
賞
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
作
品
を
見
て
、自
分
で
は
思

い
つ
か
な
か
っ
た
表
現
の
仕
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
日
々
の
業
務
に
活
か
し
、

次
回
は
よ
り
良
い
作
品
を
制
作
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。 福

祉
工
場
後
藤
　
亮
介

全
国
大
会

全
国
大
会

全
国
大
会

ガ
ン
バ
レ
！

ガ
ン
バ
レ
！

ガ
ン
バ
レ
！

山
形
福
祉
工
場

就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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3no.

　
コ
ロ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
始
め
て
４
ヶ

月
。
現
在
、
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ス
キ
ャ
ナ
を

使
っ
た
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
に
な
り
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く
と
て

も
大
変
で
し
た
が
、
勇
気
を
も
っ
て
挑
戦
し
た
こ

と
で
多
く
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
さ
ん
の
お
か

げ
で
前
に
進
め
た
気
が
し
ま
す
。
新
た
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が
私

の
成
果
で
す
。

B型事業部センター利用者

山本　鏡介
　
僕
は
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
出
場
し
ま
し

た
。
学
校
で
は
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
、
書
類
仕
分
け
や
封
筒
に
書
類
を
入
れ

る
練
習
を
し
ま
し
た
。
シ
ー
ド
で
も
、
郵
便
物
仕

分
け
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
シ
ー
ル

が
無
く
な
っ
た
時
の
報
告
も
き
ち
ん
と
で
き
、
練

習
の
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
全
国
大
会
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
年
は
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
で
全
国
大
会
を
目

指
し
た
い
で
す
。

シード山形利用者

M.C

初めてだったアビリンピック

仲 間 た ち の こ え

　
始
め
に
班
ご
と
に
分
か
れ
て
お
ー
ば
ん
に
材
料

を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
今
回
作
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、
ミ
ー
ト
パ
ス
タ
と
デ
ザ
ー
ト
で
す
。
　
　

　
当
日
、
デ
ザ
ー
ト
係
と
パ
ス
タ
を
作
る
係
に
分

か
れ
、
自
分
は
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る
担

当
で
し
た
。
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
が
う
ま
く
い

き
ま
し
た
。
パ
ス
タ
も
ゆ
で
あ
が
り
、
お
い
し
い

ミ
ー
ト
パ
ス
タ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
も
美
味
し
く
で
き
ま
し
た
。

片
付
け
も
協
力
し
て
で
き
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

就労移行支援利用者

近藤　夏輝

初めての調理実習 挑戦への勇気と可能性

あ
る
ド
ラ
マ
か
ら
感
じ
た
こ
と事

務
局
長

木
村

正
明

　
令
和
6
年
1
月
か
ら
3
月
に
、
昭

和
時
代
と
令
和
時
代
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
す
る
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
価
値
観
の
変
化
等
が
コ
メ

デ
ィ
ー
調
で
描
か
れ
て
お
り
、
昭
和

を
経
験
し
て
き
た
者
と
し
て
、
改
め

て
現
代
社
会
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
等
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
は
嫌
な
思
い
を
し
て
も
一
人

で
は
な
か
な
か
声
を
上
げ
ら
れ
な
い

時
代
で
あ
り
、
声
を
上
げ
た
と
し
て

も
潰
さ
れ
る
、
一
般
的
に
は
そ
ん
な

時
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

令
和
は
嫌
な
も
の
は
嫌
だ
と
意
見
を

言
え
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
一
人
の
声
を
理
解
す
る

人
や
理
解
し
た
い
と
思
う
人
が
増
え

た
こ
と
の
ほ
か
、
多
様
性
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
的
考
え
に
乏
し
く
、「
自
分
が
ル
ー

ル
だ
。」
等
と
発
言
す
る
人
ま
で
い

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
平
成

以
降
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
重

視
さ
れ
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
に
差
別

や
偏
見
等
で
苦
し
む
方
の
報
道
も
多

く
あ
り
ま
す
。
時
代
は
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
進
ん
で
い
ま
す
が
、
人
間

の
気
持
ち
や
考
え
方
は
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
と
並
行
し
て
進
歩
し
て
い

く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
誤
差
が
あ
る
限
り
、

根
本
的
な
課
題
の
早
期
解
決
も
難

し
い
も
の
で
す
。

　
相
手
を
尊
重
し
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
話
し
合
い
、
自
分
と
は
違
う

価
値
観
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
理
想
と

す
る
多
様
性
の
あ
る
社
会
に
近
づ
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
が
始
ま

り
ま
し
た
。皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
？

　
今
年
の
夏
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
選
手

の
活
躍
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
！

暑
さ
に
負
け
ず
、楽
し
い
夏
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、次
号
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
）

　
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
様
よ

り
、山
形
県
コ
ロ
ニ
ー
協
会
に
災

害
用
防
災
用
品
と
し
て
の
飲
料

水（
2
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル×
6
本

入
を
20
箱
）の
ご
寄
付
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
本
の
川
に
挟
ま
れ
た
土
地
に

立
地
す
る
当
協
会
で
は
、地
震
だ

け
で
な
く
水
害
へ
の
備
え
も
必

要
だ
と
常
日
頃
考
え
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
際
、「
水
」は
命
の
源
。

「
自
然
の
驚
異
」に
備
え
る
た
め

の
大
切
な
備
品
、防
災
グ
ッ
ズ
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

February

た
く
さ
ん
の
ご
厚
意
を

　
　
　
　頂
戴
し
ま
し
た

　私たちは新たな事業として資料のスキャンニングサービスを開始いたしました。
紙文書の山を電子化して、スペースと時間を節約しませんか？高品質なスキャンニン
グを障がいのあるスタッフが心をこめて一枚一枚スキャンしています。迅速かつ正
確な電子化をお約束し、大容量の資料もお任せください。

紙文書のスキャンニング（電子化）で
オフィスの無駄を一気に解消しませんか？

ほしい情報がすぐに見つかる

書類や書籍の他、
様々な資料の電子化もできます！！

お問い合わせ先

山形福祉工場
TEL023‒641‒1136

ブックスキャナ

●各種文書　●ポスター、出品作品、受賞作品などの 1点もの
●絵図・軸装などの大判　●ポジフィルム、ネガフィルム
●カセットテープ音源　●VHS映像　など

その他、なんでもご相談ください！

［ 業務効率が劇的に高まります。］

　膨大な書類も、電子化してしまえば瞬時に検索・閲
覧することが可能となり、業務効率は格段にアップし
ます。複数の拠点でそれぞれ管理していた資料・文書も、
文書管理システムでつなげばすべての拠点で共有でき
ます。

保管スペースを一気に削減
　オフィスにあふれる書類を電子化して処分すれば、
使えるスペースが大きく広がります。書庫からの持ち
出し管理など、保管に伴う負担から解放され、用紙の
無駄もなくなります。

貴重な原本も、電子化すれば安心
　長期間にわたり保管している文書や書籍は、劣化・
汚損・破損などが心配です。1 冊しかない原本などを
万一の事故や災害で失わないためにも、電子化は必須
の選択です。

本の解体をしないでデーター化
できます！

貴重本や保管が必要な文書は、原本を断裁せ
ずにそのままスキャンできます。

1 冊しかない貴重な本は、スキャンして再製
本することで、気軽に閲覧できるようになり
ます。

非破壊スキャン

再製本
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